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 十
月
二
十
三
日
（
日
）
は
「
三
島
地
区
球
技
大

会
」
の
予
定
で
し
た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
の
影
響

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
や
む

な
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
中
止
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
十
一
月
二
日
の
延
期
と
な

り
、
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
等
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
、
レ

ク
バ
レ
ー
会
場
に
は
男
性
の
応
援
者
が
多
数
駆

け
つ
け
自
分
た
ち
の
部
落
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

順
延
実
施
し
た
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
部
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
十
一
月
九
日
第
九
回
鬼
北
町
体
育
協
会

長
杯
が
鬼
北
総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
、
優
勝
小
松

Ａ
・
準
優
勝
川
上
Ａ
・
三
位
に
下
大
野
Ｂ
と
好
成

績
を
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
熱
心
な
練
習
の

成
果
が
で
ま
し
た
。

順 位 部 落 

優 勝 下大野 

準優勝 延・久 

3  位 川 上 

4  位 広 見 

5  位 小 松 

順 位 チーム名 

優 勝 小 松 Ａ 

準優勝 広 見 Ａ 

３ 位 小 松 Ｂ 

４ 位 下大野Ｂ 

三
島
公
民
館
だ
よ
り 
平成 28年 

１１月 
№141 

みごと優勝！！下大野部落（右） 

惜しくも準優勝の延川・久保部落 

鬼
北
ス
ポ
レ
ク
で
準
優
勝
を

さ
れ
た
下
大
野
Ｂ
チ
ー
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Ａ
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生
涯
学
習
教
室
開
講 

 
九
月
二
十
七
日
に
牛
鬼
面
作
り
教
室
、
十
月
十
二

日
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。 

 

牛
鬼
面
作
り
教
室
で
は
、
十
一
月
二
十
七
日
の
農

民
祭
・
総
合
文
化
祭
で
の
展
示
に
向
け
て
、
図
面
の

下
書
き
、
型
の
切
り
抜
き
、
組
み
合
わ
せ
、
和
紙
張

り
、
色
付
け
な
ど
、
お
互
い
の
作
品
を
見
比
べ
な
が

ら
完
成
に
向
け
て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。 

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
、
受
講
生
が
集
ま
り
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
を
勉
強
し
て
年
賀
状
作
り
に
入

り
ま
し
た
。 

年
賀
状
に
欠
か
せ
な
い
干
支
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状

作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

作
品
は
、
今
年
も
農
民
祭
・
総
合
文
化
祭
で
展
示

す
る
予
定
で
す
。 

 
戸
祇
の
子
学
級
開
催 

 
 
 
 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
＆
い
も
た
き 

 

十
月
七
日
（金
）戸
祇
の
子
学
級
恒
例
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー

＆
い
も
た
き
を
行
い
ま
し
た
。 

 

六
年
生
が
、
公
民
館
で
、
い
も
た
き
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。
大
き
な
ク
ド
に
杉
葉
を
入
れ
て
火
を
つ
け
、

順
に
大
き
な
薪
に
火
が
付
く
よ
う
に
木
を
入
れ
て
い

く
の
で
す
が
、
思
う
よ
う
に
火
が
回
ら
ず
、
悪
戦
苦
闘

の
末
、
何
と
か
、
お
湯
が
沸
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
の
方
々
と
ク
ロ
ッ

ケ
ー
大
会
の
開
催
で
す
。
各
チ
ー
ム
、
優
勝
を
目
指
し

て
フ
ー
プ
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。 

 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
終
了
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
い
も
た

き
交
流
会
で
す
。
児
童
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
肩
た
た

き
の
サ
ー
ビ
ス
等
、
わ
き
あ
い
あ
い
の
交
流
会
で
し
た
。 

 

三
島
の
最
高
峰 

戸
祇
御
前
山
登
山 

十
一
月
六
日
（
日
）
戸
祇
山
へ
登
ろ
う
会
（
戸
田

功
一
会
長
）
主
催
に
よ
る
登
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
島
小
学
校
児
童
・
先
生
・
保
護
者
を
は
じ
め
、
町

内
外
ま
た
当
日
参
加
者
で
、
出
発
式
後
、
標
高
九
百

四
十
六
メ
ー
ト
ル
の
戸
祇
山
を
目
指
し
、
小
学
校
を

後
に
し
ま
し
た
。 

 

登
山
道
に
は
、
休
憩
所
、
二
箇
所
の
ト
イ
レ
の
設

置
、
急
傾
斜
地
に
は
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
女
性
や
児

童
も
安
心
し
て
頂
上
を
目
指
す
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

山
頂
に
着
く
や
否
や
、
昼
食
タ
イ
ム
。
三
百
六
十

度
の
、
パ
ノ
ラ
マ
を
展
望
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
、
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。 

予
定
時
間
よ
り
早
い
下
山
の
後
、
温
か
い
、
具

だ
く
さ
ん
の
し
し
鍋
に
、
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



秋
の
交
通
茶
屋
開
設 

 
交
通
安
全
協
会
三
島
支
部
（
中
平
支
部
長
）
が
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
九
月
二
十
七
日

（
火
）
に
善
光
寺
下
の
三
叉
路
に
お
い
て
、
午
前
十

時
か
ら
約
一
時
間
、
警
察
署
、
小
松
保
育
所
園
児
八

名
の
協
力
を
得
て
交
通
茶
屋
を
開
設
し
ま
し
た
。 

交
通
茶
屋
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
す
祭
に
、
支
部
役
員
が
、
園
児
一
人
ひ
と
り
を
抱

き
か
か
え
、「
安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す
。」
と
大
き

な
声
で
園
児
が
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
て
手
渡
し
、

受
け
取
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
思
わ
ぬ
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
「
あ
り
が
と
う
。」
と
う
れ
し
そ
う
に
返
事

が
あ
り
、
気
を
引
き
締
め
て
目
的
地
に
向
け
安
全
運

転
で
出
発
し
て
行
か
れ
ま
し
た
。 

     
 

    

小
越
規
雄
氏 

 

旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会
開
催 

 

九
月
十
日
（
土
）
三
島
自
治
会
に
よ
る
、
小
越
規

雄
氏
の
旭
日
単
光
章
受
章
祝
賀
会
が
、
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
会
議
員
と
し
て
ご
尽
力
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社

会
に
お
い
て
も
、
住
民
の
先
輩
と
し
て
、
長
年
に
渡

り
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
、
こ
の
度
、

叙
勲
の
栄
誉
と
い
う
素
晴
ら
し
い
形
で
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
日
は
、
鬼
北
町
長
、
町
議
会
議
長
ほ
か
、
約
七

十
名
の
方
々
が
、
お
祝
い
の
席
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

又
、
会
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
は
、
三
島
禎
謡
会
に
よ
る

小
謡
の
後
、
小
越
氏
の
御
曾
孫
の
花
束
贈
呈
も
あ
り
、

大
変
お
め
で
た
い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
展
開 

  
 

 

三
島
地
区
で
は
、
川
上
で
二
ヶ
所
、
小
松
で
二
ヶ

所
、
国
道
沿
い
の
緑
地
帯
に
年
に
二
回
、
花
植
え
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
草
引
き
な
ど
も
し
て
頂
き
、
緑
地
帯
の
管

理
、
花
の
世
話
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
ビ
オ
ラ
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
に
お
願
い
し
、
き
れ
い
に
植
え
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

通
行
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
可
憐
な
花
に
心
が
癒 

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「いつも配達ありがとう、安全運転で、   

お気をつけて・・。」と、安全運転を呼びかけ

る園児と三島交安協役員。 



 
 
 
 
 
 
 

我
が
愛
し
の
三
島 

  
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊         

私
の
出
身
は
、
現
在
の
西
予
市
明
浜
町
で
す
。

高
校
は
宇
和
島
市
で
三
年
間
、
卒
業
後
関
西
に
就

職
を
し
、
三
十
七
年
間
尼
崎
市
に
居
住
し
て
い
ま

し
た
。 

親
の
介
護
等
、
家
庭
の
事
情
で
帰
郷
し
、
就
職

先
を
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
鬼
北
町
で
「
地
域
お 

       

こ
し
協
力
隊
」
の
募
集
が
あ
り
、
一
大
決
心
を
し

て
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。 

鬼
北
に
来
る
か
ら
に
は
、
真
剣
に
農
業
に
取
り

組
も
う
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
一
年
目
は
、
日

吉
地
区
に
住
み
、
定
住
す
る
住
居
を
探
し
た
り
、

お
世
話
を
し
て
頂
い
た
り
し
た
結
果
、
環
境
の
良

い
三
島
地
区
延
川
で
、
現
在
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

年
が
明
け
れ
ば
早
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
妻
と

越
し
て
来
て
慣
れ
な
い
環
境
の
中
、
周
り
の
人
達

に
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
頂
き
、
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
は
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

農
業
で
頑
張
っ
て
行
く
に
あ
た
っ
て
、
地
元
の

方
や
、
鬼
北
長
農
家
の
方
に
助
け
て
頂
き
、
本
当

に
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
身
体
の
動
け
る
間
、

農
業
が
出
来
る
限
り
、
末
永
く
こ
ち
ら
に
定
住
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
共
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

       

れ
ん
こ
ん
ほ
っ
た
ど
お
ー 

 

十
一
月
六
日
（
日
）
延
川
地

区
に
於
い
て
、
霜
月
恒
例
の
、

れ
ん
こ
ん
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
腰
ま
で
土
に
浸
か
り
、
ま

る
ま
る
太
っ
た
背
丈
ほ
ど
の
大

物
を
、
自
治
会
長
さ
ん
が
、
見

事
掘
り
当
て
ま
し
た
。 

（
ち
な
み
に
蓮
根
は
横
に
這
っ
て
い
ま
す
。
） 

 

香
典
返
し
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
頂
き
ま
し
た
。 

十
月 

十
二
日 

米
本 

一
広
さ
ん
（
小 

松
）  

十
月
二
十
八
日 

坂
本 

正
志
さ
ん
（
延 

川
） 

行 事 予 定 

 

－ 12月 － 

 

4日（日）体育協会長杯レクバ

レー大会 

 

15日（木）公民館運営審議会 

 

20日（金）戸祇の子学級 

 

 23日（金）天皇誕生日 

 

26日（月）戸祇の子学級 

     注連飾り作り 

 

 2７日（火）御用納め 

      
 

－ １月 － 
 
 

1日（日）元日 

 

  

  9日（月）成人の日 

  
  

 

       

 

 

 

      

祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 
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